
○日 時：令和２年２月１４日（金） １3：0０～１4：3０

○場 所：飯南町役場 ２階大会議室 （島根県飯石郡飯南町下赤名８８０番地）

○議 事：（１）長期実験計画について
（２）意見交換

○出席者：別紙

※会議は非公開とします。
ただし、報道機関に限り会議冒頭
の挨拶までカメラ撮り可能です。

お 知 ら せ

〈同時資料提供先〉島根県政記者会 広島県政記者クラブ
中国地方建設記者クラブ

国土交通省では、高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保のため、
「道の駅等を拠点とした自動運転サービスの実証実験」を実施しています。

このうち、道の駅「赤来高原」を拠点とした実証実験については、平成２９年１１月
１１日（土）から１７日（金）まで実施したところです。

今般、実証実験の結果に基づき、長期間の実証実験の実施に向けて検討を行うため、
地域実験協議会を開催します。

※松江国道事務所では、twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

ツイッター：http://twitter.com/road_matsue
QRコード

問い合わせ先

※道路の異常を発見したら、道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

令和２年 2月12日

いいしぐん いいなんちょう しも あか な

国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所 TEL（０８５２）２６－２１３１（代表）

副所長（改築） 山村 嘉治（やまむら よしはる）（内２０4）

【担当】計画課長 板谷 行順（いただに ゆきより）（内２６１）

国土交通省 中国地方整備局 道路部 交通対策課 TEL（０８２）２２１－９２３１（代表）

交通対策課長 福代 智之（ふくしろ ともゆき） （内４５１１）

建設専門官 平西 邦裕（ひらにし くにひろ） （内４５１７）

道の駅「赤来高原」を拠点とした自動運転サービス
第４回地域実験協議会を開催します

中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービスのイメージ実験使用車両（電磁誘導線に沿って自動走行）



   

 

道の駅「赤来高原」を拠点とした自動運転サービス地域実験協議会 

委員名簿 

所   属 

広島大学 大学院 国際協力研究科  准教授 

島根県 土木部 道路維持課 課長 

島根県 地域振興部 交通対策課 課長 

島根県 雲南県土整備事務所 所長 

飯南町 町長 

島根県警察本部 交通部 交通企画課 課長 

島根県警察本部 交通部 交通規制課 課長 

島根県警察 雲南警察署 署長 

赤名地区自治会 会長 

道の駅「赤来高原」 駅長 

ヤマト運輸（株）三次法人営業支店 支店長 

ヤマハモーターパワープロダクツ(株) 開発統括部 商品開発部 認証技術課 課長 

国土交通省 中国地方整備局 道路部 交通対策課 課長 

国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所 所長 

国土交通省 中国運輸局 交通政策部 交通企画課 課長 

国土交通省 中国運輸局 自動車技術安全部 技術課 課長 

国土交通省 中国運輸局 島根運輸支局 支局長 

国土技術政策総合研究所 道路交通研究部 道路交通安全研究室 室長 

国土技術政策総合研究所 道路交通研究部 高度道路交通システム研究室 主任研究官 

 
 



〇実証実験実施報告
〇効果検証結果

●実施日程・会場

平成30年8月21日(火)
場所：飯南町役場

これまでの取組み経緯

●実施日程・会場

平成29年7月25日(火)
場所：飯南町役場

●実施日程・会場

平成29年9月25日(月)
場所：飯南町役場

●議題 ●議題

地域実験協議会

・H29年度の約１週間の短期実証実験では、全３回の地域実験協議会を開催（実験計画・検証結果等を議題）

自動運転サービス実証実験実施（H29.11.11(土)～11.17(金)）

▲第１回地域実験協議会 ▲第２回地域実験協議会

〇実証実験の概要
〇実験車両の説明
〇今後の実証実験の進め方

〇実証実験計画について
〇実験項目の検証方法等

▲自動運転実証実験状況

第１回実験協議会 第２回実験協議会

●議題

第３回実験協議会

〇規約改正（案）について
〇長期実験計画（案）について

●実施日程・会場

令和2年2月14日(金)
場所：飯南町役場

●議題

第４回実験協議会

▲第３回地域実験協議会



第4回地域実証実験協議会 会場位置図

位置図

N

出展：国土地理院
「地理院地図（電子国土Web）」
加工：松江国道事務所
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